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〈
検
査
の

数
料
が
必
要
）

検
査
の
内
容

①
施
設
検
査
：
＂
：
水
槽
内
外
の
清

掃
状
況
及
ひ
施
設
の
管
理
状
況
。

共
団
体
の

湯
で
あ
る
。

翌
大
阪
防
疫
協
会
が

/
 

~
 

の
他
の

つ
い

の

査
実
麓
地
域
は
、

大
阪
府
藤
井
寺
市
唸
訟
原
市
f

富
田
林
市
、
河
内
長
野
市
t
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49 
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り
に

相
乗
し

こ
の
危
険
が
含
む
も
の
と
思
わ
れ

る
。
例
と
し
て
旧
い
施
設
で
二
件
芦

内
水
面
に
油
が
浮
い
て
い
ま
し
た
。

そ

の

二

高

置

水

槽

れ
る
。

と
で
あ
る
。

つ

い

で

オ

ー

バ

ー

フ

ロ

ー

の

状

態

て

管

端

部

の

防

虫

網

の

不

備

が

こ
の
湯

と
排
水
ォ
ー

f“ 



受
水
槽
の
検
査
と
同
じ
く
高
置
水

槽
に
お
い
て
も
f

、
マ
ソ
ホ
ー
ル
の
状

態
か
「
点
検
等
を
行
う
者
以
外
の
者

か
容
易
に
開
閉
で
き
な
い
も
の
で
あ

る
こ
と
」
で
f

麗
錠
の
な
い
不
信
が

最
も
多
く
半
数
に
逹
し
て
い
る
（
表

3
参
照
）
。

高
置
水
槽
の
場
合
槽
の
材
料
か
殆

ん
ど

F
R
P
で
蓋
が
軽
く
未
麓
錠
の

上
に
止
金
も
な
く
、
風
の
た
め
に
開

い
た
ま
ま
て
雨
水
か
入
り
放
題
て
f

そ
の
た
め
コ
ミ
、
ボ
コ
リ
等
で
良
に

黒
い
沈
澱
物
と
冷
野
且
の
羽
根
か
水

面
に
浮
い
て
い
る
こ
と
が
見
ら
九
た
。

次
い
で
不
適
箇
所
の
多
い
の
は
オ

ー
ハ
ー
フ
ロ
ー
管
端
部
の
防
虫
網
の

熊
い
も
の
が
三
九
阿
通
気
管
端
部
に

防
虫
網
な
し
七
％
と
な
っ
て
い
る
。

互

苑

設

検

査

総

括

六
一
五
箇
所
の
受
水
槽
と
ヒ
九
六

箇
所
の
高
置
水
槽
を
簡
易
専
用
水
道

検
査
項
目
に
よ
っ
て
検
査
し
た
結
景
f

給
水
の
緊
急
停
止
に
至
る
よ
う
な
施

設
か
な
く
f

概
ね
良
好
又
は
良
好
に

管
理
さ
れ
て
い
る
か
f

表

4
に
見
ら

れ
る
よ
う
に
f

貯
水
槽
に
記
け
る
込

須
設
備
の
不
罰
な
も
の
で
多
い
の
は
{

受
水
槽
に
水
抜
管
の
な
い
も
の
学

校
六
0
%
冷
マ
ソ
シ
—n
ン
八
三
％
／
住
宅

八
九
災
病
院
六
〇
災
公
営
住
宅
九
一
％
、

一
般
ヒ
ル
七
四
災
公
共
麓
設
七
四
％
、

て
保
守
が
困
難
て
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

又
高
置
水
槽
で
通
気
管
の
な
い
も
の

表 5 遊 留 け 必須設備の不備数

で
r

に
危
険
な
ォ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー

管
と
通
気
管
の
な
い
処
は
f

旧
い
建

物
胞
設
で
見
受
け
た
。

六
、
水
質
検
査

水
質
検
査
は
高
置
水
槽
の
系
統
ご

と
に
、
給
水
栓
末
端
一
カ
所
を
任
意

に
選
定
し
て
行
っ
た
。

飲
料
水
は
安
心
し
て
飲
む
こ
と
が

当
然
で
常
識
に
な
っ
て
い
る
が
、
表

5
は
用
途
別
に
表
わ
し
た
胞
設
数
の

遊
離
残
留
塩
素
の
検
出
結
果
で
、
規

｀
い
正
未
満
の
厖
設
が
全
体
の
七

％
に
逹
し
て
い
る
。
一
般
ビ
ル
一
七
％
f

学
校
九
％
、
は
高
い
数
値
で
、
そ
の

一
因
に
は
使
用
水
量
か
ら
み
て
f

貯

水
量
の
過
大
に
よ
る
水
の
停
滞
に
よ

原
因
で
あ
る
た
め
で

の
貯
水
が
望
ま
し

f
,
0
 

＞
 ま

つ

い

て

は

肉

眼

透
視
に
よ
り
異
常
の
有
無
を
判
断
し

た
検
出
結
果
で
f

水
質
基
準
に
よ
る

色
度
五
度
以
上
及
び
r

濁
度
二
度
以

上
を
超
え
た
も
の
は
f

臭
い
f

味
と

共
に
一
件
も
な
く
総
て
異
常
が
な
か

っ

書
類
検
査

簡

易

専

用

水

道

の

系

統

図

面
及
び
受
水
槽
周
辺
の
平
面
図
は
f

建
築
設
計
図
と
共
に
保
存
さ
れ
f

大

体
に
お
い
て
整
備
さ
れ
て
い
た
が
、

旧
い
施
設
に
は
不
備
が
あ
り
、
記
録

の
不
備
も
多
く
結
果
は
表

6
の
通
り
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書類検査の適、

か
っ
た
。

で
f

今
後
簡
易
専
用
水
道
に
関
す
る

法
律
規
制
に
対
す
る
認
識
を
深
め
る

こ
と
で
f

必
要
な
管
理
記

の
清
掃
、
点
検
f

給
水
栓

水
の
異
常
七

記
録
等
）

i

思
わ
れ
る
。




